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威海丸

欧州航路の開航祝賀セレモニーに
参加した無名の汽船

1111 1 ▲
■
ャ
セ
イ
時
代
の
威
海
丸

く
横
浜
港
大
桟
橋
で
行
わ
れ
た
欧
州
航
路
開
航
披
露

「土
佐
丸
」
の
隣
の
汽
船
は
？

Ｌ
に
抱
げ
た
　
生

の
汽
怖
が
写

っ
て
い
る
■
写
真

に
児
覚
え
が
あ
る
だ
ろ
う
か
≡

日
本
邸
船
の
欧
州
航
路
問
抗
披
露
の
情
景
で
、　
一

人
九
六

（明
治

一十
九
）
午
…
月
に
加
浜
港
大
棋
桁

（お
お
さ
ん
ば
し
）
で
撮
ら
れ
た
も
の
だ
ｉ

二
生
は
大
枝
脩
に
活
岸
し
て
お
り
、
洋
瓜
の
油
体

飾
と
伝
統
的
な
竹
飾
り
で
、
開
航
机
賀
の
ふ
ん
い
き

を
保
り
上
げ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の

「新
綿
番
船

一

な
ど
に
み
ら
れ
る
竹
―１１１
り
の
は
＝
が
こ
の
こ
ろ
ま
で
、

ま
だ
残

っ
て
い
た
の
で
あ
る

左
側
の
四
小

マ
ス
ト
の
大
型
船
は
、
欧
州
航
路
第

姉
と
な

っ
た
布
名
な

「
Ｌ
佐
九
」
で
あ
る
．

い
っ
ぽ
う
右
側
の
三
本

マ
ス
ト
の
砧
は
、
記
録
が

残

っ
て
い
な

い
し
、
い
名
も
不
明
だ
が
、
メ
ー
ン
マ

ス
ト
に

一引

（
に
び
き
）
の
社
放
を
あ
げ
て
お
り
、

や
は
り
郵
船

の
船
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
が
、

怖
名
共
小
ま
で
は
抗
め
な

い

―
こ
の
■
名
船
を
特
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
―

か
ね
て
か
ら
気
に
と
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
十
数
年

ま
え
、
同
じ
場
向
を
――‐ｉ
い
た
油
絵
が
、
叫
船
本
社
調

査
〓
の
文
書
庫
で
眠

っ
て
い
た
の
を
発
見
さ
れ
、
は

名
を
推
定
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
っ

油
絵
の
作
者
は
、
明
治
の
写
実
画
家
と
し
て
知
ら

れ
る
市
姓
日
美
な

（ご
せ
だ
よ
し
ま

つ
〓

こ
の
有
名

な
情
獄
を
、
人
代
析
の
性
付
り
か
ら
れ
性
＝
特
行
の



リ
ア
ル
な
タ
ッ
チ
で
描
い
て
い
る
。
船
名
ま
で
は
新

き
込
ん
で
い
な
い
が
、
外
観
は
元
Ｐ
＆
０
汽
船
の

「成
海
九
」
（
い
か
い
ま
る
）
に
似
て
い
た
。

開
航
祝
賀

セ
レ
モ

ニ
ー

後
日
、
こ
れ
を
一晏
づ
け
る
朗
報
が
杖
浜
マ
リ
タ
イ

ム
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
志
浮
政
勝
氏
か
ら
居
い
た
。
開

航
祝
賀
セ
レ
モ
ニ
ー
を
報
じ
た
二
月
十
日
付

『毎
日

新
聞
』
の
記
与
に
、
こ
の
船
の
名
前
が
出
て
い
た
の

だ
。
や
は
り

「成
海
九
」
だ
っ
た
。

「同
研

（土
佐
九
）
は
横
浜
抗
関
波
止
場
の
先
き
右

方
に
葉
が
れ

⌒古
写
真
は
海
側
か
ら
の
撮
影
な
の
で

左
右
が
反
対
）、
之
に
対
し
て
左
方
に
は
成
海
九
の
環

が
れ
た
り
。
両
船
に
は
満
船
回
旗
の
粧
飾
を
以
て
掩

は
る
る
外
に
、
往
格
を
以
て
其
周
囲
を
装
ひ
、
中
に

は
体
相
共
他
種
々
の
盆
栽
を
隙
間
な
く
置
き
て
粧
帥

と
為
し
、
各
船
の
舶
備

（船
首
と
船
尾
）
に
階
段
を

設
け
て
来
貧
の
昇
降
に
供
せ
り
」

大
桟
橋
で
の
開
航
祝
賀
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、
二
月
人

日
の
午
後
二
時
す
ぎ
に
始
ま
っ
た
。
「土
佐
九
」
の
船

上
で
れ
軍
軍
楽
隊
が
青
楽
を
奏
で
、
「成
海
九
」
か
ら

祝
賀
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。

や
が
て
合
図
の
号
鐘
が
鳴
り
、
船
上
に
あ
っ
た
来

貧
者
ら
が
大
慎
橋
に
下
り
た
。
「成
れ
九
」
の
舷
門
に

立
っ
た
近
藤
廉
平
社
長
の
演
説
が
こ
れ
に
続
く
．
欧

州
航
路
を
開
航
す
る
ま
で
の
経
綿
、
「土
佐
九
」
の
米

歴
、
そ
ん
な
内
容
だ
っ
た
。

そ
の
あ
と
、
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
が
両
船
の

一
等
ダ

イ
エ
ン
グ
ル
ー
ム
で
行
わ
れ
た
。
故
会
は
夕
方
四
～

五
時
だ
っ
た
と
い
う
。
「土
佐
九
」
は
、
そ
の
一
週
間

後
の
工
月
十
五
日
に
横
浜
を
出
航
し
た
。

横
浜
港
大
桟
橋
の
原
型

横
浜
港
大
桟
橋
は
、
英
国
人
技
師
パ
ー
マ
ー
の
プ

ラ
ン
に
よ
る
築
港
第

一
期
工
事
で
建
設
さ
れ
た
。
全

長
約
六
百
メ
ー
ト
ル
。
鉄
製
で
、
鉄
材
は
英
国
か
ら

輸
入
さ
れ
た
。
当
時
は

「鉄
桟
橋
」
と
い
っ
た
。

先
成
し
た
の
は

一
人
九
四

（明
治
二
十
七
）
年
二

月

（第

一
期
工
事
の
終
了
は
そ
の
二
年
後
）
。
「上
佐

九
」
出
帆
の
二
年
ま
え
で
あ
る
。
こ
れ
が
い
ま
の
大

桟
橋
の
原
型
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
司
馬
遠
大
郎
氏
の

『街
道
を
ゆ
く
』

（粧
浜
散
歩
）
に
こ
ん
な

一
文
が
あ
る
。

「第

一
期
工
事
は
明
治
二
十
九
年
に
完
工
し
た
が
、

し
か
し
で
き
た
の
は
主
と
し
て
風
浪
を
ふ
せ
ぐ
防
波

堤
と
桟
橋
、
そ
れ
と
の
連
絡
鉄
道
ぐ
ら
い
で
、
依
然

と
し
て
大
波
止
場
は
で
き
ず
、
大
き
な
船
は
依
然
と

し
て
波
の
大
き
い
沖
で
碇
泊
す
る
し
ま
つ
だ
っ
た
」

こ
れ
を
素
直
に
読
む
と
、
当
時
日
本
最
大
の

「土
佐

九
」
（五
千
人
百
給
ト
ン
）
は
沖
が
か
り
に
な
っ
て
し

ま
う
。
桟
橋
に
大
型
船
は
槙
づ
け
で
き
な
い
、
と
い

う
思
い
こ
み
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

人
作
家
の
文
章
で
あ
る
。
大
正
の
初
め
に
新
港
埠

頭
が
で
き
る
ま
で
大
型
船
は
沖
が
か
り
だ

っ
た
、
と

す
る
司
馬
説
が
定
着
す
る
こ
と
を
お
そ
れ
る
。

前
身
は
Ｐ
＆
Ｏ
汽
船

「
キ
ャ
セ
イ
」

「成
江
九
」
の
紹
介
が
最
後
に
な
っ
た
。

前
述
の
よ
う
に
元
英
国
Ｐ
＆
Ｏ
の
汽
船
で
あ
る
。

英
国
～
イ
ン
ド
航
路
の
定
期
船

「
キ
ャ
セ
イ
」

（初

代
）
と
し
て
、　
一
人
七
二

（明
治
五
）
年
に
英
国
ク

ラ
イ
ド
川
の
ダ
ン
バ
ー
ト
ン
で
誕
生
し
た
。
ス
エ
ズ

近
河
が
開
通
し
た
三
年
後
だ

っ
た
。

日
清
戦
争
の
勃
発
後
、
郵
船
は
こ
れ
を
チ
ャ
ー
タ

ー
し
上
海
航
路
に
投
入
し
た
。
「西
京
丸
」
な
ど
が
徴

用
さ
れ
た
た
め
だ
が
、
結
局
は
購
入
し
て

「成
海
九
」

と
名
づ
け
た
。
船
名
は
、
清
日
の
海
早
ネ
地
が
あ

っ

た
成
海
衛
か
ら
と
ら
れ
た
。

日
清
戦
争
中
は
大
連
湾
に
出
肇
し
た
が
、
戦
後
は

め
ざ
ま
し
い
記
事
は
な

い
。
す
で
に
船
齢
二
十
年
を

超
え
る
老
朽
船
だ

っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

郵
船

フ
リ
ー
ト
に
あ

っ
た
の
は
七
年
ほ
ど
。　
一
九

〇
二

（明
治
三
十
五
）
年
に
は
個
人
船
主
に
売
却
さ

れ
、
翌
年
、
焼
尻
島
で
座
礁
し
全
損
と
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
日
本
船
時
代
の
研
歴
は
い
た

っ
て
貧

相
な
も
の
。
欧
州
航
路
の
開
航
セ
レ
モ
ニ
ー
に
参
加

し
て
い
な
か

っ
た
ら
、
日
本
の
海
運
史
に

「成
海
九
」

の
名
は
残
ら
な
か

っ
た
だ
ろ
う
。

ち
な
み
に
戦
後
、
日
本
～
豪
州
航
路
を
走

っ
て
い

た

「
キ
ャ
セ
イ
」
は
三
代
日
で
あ
る
。

山
田
　
廼
生


